
施
設
長
と
し
て
の
役
割
を
再
認
識
し
、
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
を
開
催
の
趣
旨
と
し
、
三
三
三
名
の
参

加
で
四
つ
テ
ー
マ
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
義
①
は
、「
水
防
災
～
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も

園
で
備
え
た
い
こ
と
～
」
と
題
し
、
公
益
社
団
法
人

日
本
生
体
系
協
会
教
育
セ
ン
タ
ー
長
の
田
邊
龍
太
氏

に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

講
義
②
は
、
静
岡
県
保
育
連
合
会
の
後
藤
弘
明
会

長
に
よ
る
「
保
育
情
勢
報
告
」。
様
々
な
デ
ー
タ
を

基
に
「
保
育
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
」「
三
歳
以
上

児
の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

講
義
③
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
幼
児
教
育
支
援

か
ら
学
び
得
た
も
の
」
と
題
し
、
社
会
福
祉
法
人
天

竜
厚
生
会
子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
な
み
し
ま
園
長
の
伊

藤
孝
氏
と
な
ぎ
さ
保
育
園
保
育
士
大
霜
光
里
氏
に
ご

報
告
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
健
康
福
祉
部
こ

ど
も
未
来
課
保
育
人
材
班
長
の
山
﨑
剛
氏
よ
り
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
改
善

事
業
に
つ
い
て
」
静
岡
県
の
取
り
組
み
を
説
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。　

講
義
④
は
、「
ヒ
ト
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か

～
最
新
進
化
学
が
解
き
明
か
す
心
の
起
源
～
」
と
題

し
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
学
長
の
長
谷
川
眞
理
子

氏
に
ご
講
演
を
頂
き
ま
ま
し
た
。

一
日
目
、
一
〇
二
名
の
参
加
で
開
講
式
に
引
続
き

静
岡
県
保
育
連
合
会
・
土
山
雅
之
会
長
が
講
義
①「
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
使
命
と
役
割
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
や
、

社
会
に
貢
献
出
来
る
人
に
育
っ
て
下
さ
い
と
激
励
も

頂
き
ま
し
た
。
講
義
②
静
岡
県
保
育
士
会
・
吉
川
慶

子
会
長
は
、「
保
育
者
の
使
命
と
役
割
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
倫
理
観
を
も
っ
て
、
心
と
身
を
整
え
反
省

を
重
ね
真
の
保
育
者
と
な
っ
て
下
さ
い
。
と
倉
橋
惣

三
先
生
の
一
文
を
交
え
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
講
義

③
は
日
本
社
会
事
業
大
学
地
域
貢
献
セ
ン
タ
ー
客
員

教
授
・
小
沼
肇
氏
が
「
新
人
保
育
者
の
責
任
と
プ
ラ

イ
ド
」
と
い
う
テ
ー
マ
、
講
義
④
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜

松
子
ど
も
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
所
代
表
長
澤

弘
子
氏
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
時
の
倫
理
的
な
判
断
と
行

動
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ

れ
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

二
日
目
の
講
義
⑤
は
株
式
会
社
駿
河
こ
ど
も
の
と

も
社
代
表
取
締
役
高
林
公
一
氏
が「
子
ど
も
と
絵
本
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
頂
き
、
講
義
⑥
は
コ
ー
チ

ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
静
岡
代
表
土
方
良
子
氏
が
「
保

育
者
と
し
て
の
あ
り
方
・
服
務
接
遇
」
に
つ
い
て
少

人
数
の
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
保
育
者
と
し
て
の
気
づ

き
や
学
び
を
深
め
る
講
義
で
し
た
。

二
日
間
を
通
し
て
内
容
の
濃
い
講
義
ば
か
り
で
し

た
が
、
参
加
者
は
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

役
員
改
選
後
初
の
開
催
と
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
新
役
員
を
中
心
と
し
た
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
え
じ
り
保
育
園
の
井
出
孝
太

郎
園
長
を
中
心
と
し
、
東
部
は
す
み
れ
認
定
こ
ど
も

園
の
後
藤
恭
佑
園
長
、
中
部
は
セ
イ
ユ
ウ
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
こ
ど
も
園
の
白
井
紀
宏
副
園
長
、
西
部
は
桜

木
こ
ど
も
の
森
の
岡
田
博
次
園
長
を
お
招
き
し
、「
保

育
の
環
境
を
考
え
よ
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
各
園
の

実
践
事
例
を
交
え
て
の
話
題
提
供
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
藤
先
生
か
ら
は
、「
自
分
で
考
え
て
行
動
し
て
、

責
任
を
持
つ
」
場
面
を
作
る
こ
と
で
達
成
感
が
得
ら

れ
、
次
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
る
。
人
的
・
物
的
・
自

然
・
社
会
・
生
活
環
境
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。
白
井
先
生
か
ら
は
、
モ
ン
テ
ッ
ソ

ー
リ
教
育
の
取
組
内
容
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。　

子
ど
も
に
は
敏
感
期
が
あ
り
、
環
境
の
中
か
ら
必
要

な
こ
と
を
吸
収
し
、
人
格
形
成
し
て
い
く
。
園
で
は

そ
れ
ら
を
「
お
し
ご
と
」
と
名
付
け
実
践
し
、
自
信

や
満
足
感
等
に
繋
げ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
最
後

に
岡
田
先
生
か
ら
は
、
保
育
内
容
と
環
境
の
見
直
し

と
題
し
、
現
在
の
魅
力
あ
る
保
育
に
至
る
ま
で
の
過

程
等
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
保
育
が
変
わ
る
事
へ

の
不
安
の
払
拭
に
か
か
る
苦
労
や
、
園
全
体
で
実
践

す
る
事
、
保
育
者
も
主
体
的
に
行
動
し
成
功
体
験
を

重
ね
る
事
が
大
切
と
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ア
ン
ケ
ー
ト
も
活
用

し
、大
変
充
実
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

施

設

長

研

修

新
規
採
用
職
員
研
修
会

青
年
部
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
期
日
　
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
会
場
　
清
水
テ
ル
サ

　
　
期
日
　
令
和
元
年
五
月
二
十
九
・
三
十
日
（
木･

金
）

　
　
会
場
　
静
岡
県
産
業
経
済
会
館

　
　
　
期
日
　
令
和
元
年
六
月
十
四
日
（
金
）

　
　
　
会
場
　
静
岡
県
産
業
経
済
会
館
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